
地方公共団体における
対応・対策の実態

平成29年度 気象防災アドバイザー育成研修資料

京都府 福知山市 危機管理室
次 長 森下 邦治
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平成３０年２月１８日

「平成25年台風第18号災害、
平成26年8月豪雨災害」の経験から

http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/index.html
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市 勢

総 人 口 ７９，１６６人（２０１７年１月末現在）

世 帯 数 ３６，１１８世帯（同）

面 積 ５５２.５７ｋ㎡

市 制 施 行 １９３７年度市制施行（京都府内２番目）

福知山市の概要
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由良川流域図

3
国土交通省近畿地方整備局「由良川水系河川整備計画」より



由良川の勾配と地形の特徴

国土交通省近畿地方整備局「由良川水系河川整備計画」より
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由良川と福知山市の中心市街地

福知山市役所

福知山駅

明智藪
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福知山市が経験した２つの災害
＜しかも２年連続で＞

・平成２５年 台風１８号災害（外水氾濫）

・平成２６年 ８月豪雨災害（内水氾濫）
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９月１５日から１６日
（１）最低気圧 ９６５ｈｐa
（２）総雨量 ２１６ｍｍ
（福知山雨量観測所）

（３）時間最大雨量 ２９ｍｍ／ｈ
（１５日午後７時）

（４）最高水位 ８．３ｍ
（１６日午前８時：福知山観測所）

※計画高水位７．７４ｍ
（５）被害状況
浸水被害 779戸、死者0名

福知山市

平成２５年台風第１８号の概要
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由良川流域の広い範囲で大雨
（総雨量） 南丹 ３１１.５mm 

綾部 ２６７.０mm 



台風災害（平成２５年 台風第１８号災害)

福知山市雀部・西中地区

遷喬地区
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※由良川の築堤未了区間などから外水氾濫が発生



台風災害（平成２５年 台風第１８号災害)

ボートによる救助活動（由良川中流部）
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台風災害（平成２５年 台風第１８号災害)

福知山市大江町（由良川下流部）

大江支所
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台風災害（平成２５年 台風第１８号災害)

大江支所（事務所内）の浸水
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天端まで迫る市街地の堤防

台風災害（平成２５年 台風第１８号災害)
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普段の同じ地点



福知山市の避難情報発表基準例 （福知山水位）

その他基準：水位観測所ごと水位基準、土砂災害警戒情報など

福知山

5 7.74ｍ

4
5.9ｍ

避難完了。避難が難しい場合は、緊
急避難場所もしくは2階などの垂直
避難。

3
5.0ｍ

避難開始。

2
4.0ｍ

避難に時間を要する人は避難開
始。それ以外の人は避難の準備。

1
2.0ｍ

各自、警戒態勢及び持ち出し品など
避難の準備。

はん濫注意水位
避難準備情報

水防団待機水位
注意喚起

はん濫危険水位
避難指示

避難判断水位
避難勧告

とるべき避難行動

危
険
度

由良川水位

水位情報

計画高
（はん濫発生）

避難情報

　市の避難情報

※市の避難情報は水位と今後の増水の見込みに
より判断されます。

サイレン信号

堤

防

サイレン:10秒（５秒休止）・10秒（５秒休止）・・・

サイレン:10秒（15秒休止）・10秒（15秒休止）・・・

▽ふだんの水位（約マイナス1.71ｍ）

サイレン:１分（５秒休止）・１分（５秒休止）・・・
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高齢者等避難開始

（緊急）



台風１８号災害対応経過（降雨・水位変化）
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２３:０６ 洪水警報 発表

０:００ 広域避難所 全５７か所開設

９:５８ 大雨特別警報 解除

８：１０～８：４０ 由良川水位 最高値８．３ｍ
（計画水位７．７４ｍ）

１７:００ 全広域避難所 閉鎖

１３：３９ 大雨警報 解除

１９：３９ 洪水警報 解除
大江町・遷喬地区を除き

１９：４０ 避難指示 解除、 広域避難所 閉鎖

１６日１５日 １７日

２２:３０ 広域避難所（由良川流域）１３か所開設

１:１０ 避難準備情報 発令

５:４０ 避難指示 発令 特別警報伝達

５:０５ 大雨特別警報 発表

２:２０ 避難勧告 発令 災害対策本部に移行

由良川（福知山）水位と雨量から見る

水位
（ｍ） 雨量

（mm）
１９:１５ 大雨警報 発表 災害警戒本部設置

３０

２５

２０

１５

１０

５

０

計画高水位（7.74ｍ）
▼平成１６年台風２３号 水位（7.５５ｍ）



JR福知山駅

福知山河川国道事務所

福知山市街地を中心に集中的に降雨があり、福知山観測所において観測以来最大の335mm/2日を記
録。線状降水帯による長時間の局地的、集中的で激甚な豪雨により甚大な浸水被害が発生。

第3回由良川流域（福知山市域）における

総合的な治水対策協議会資料（H26.12.24）平成２６年 ８月豪雨災害概要 （気象状況①）
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JR福知山駅

福知山河川国道事務所

第3回由良川流域（福知山市域）における

総合的な治水対策協議会資料（H26.12.24）平成２６年 ８月豪雨災害概要 （気象状況②）
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福知山の最大の災害リスクは由良川
の氾濫だったが！！

８月豪雨では由良川水位

最高６．４ｍ

８月豪雨災害は、都市排水機能を超
えた急激で激甚な降雨があり、広範囲
の市街地に内水氾濫があったもの



８月豪雨災害

被害状況
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平成２６年 ８月豪雨災害
市街地の小河川が氾濫



民家の土砂崩れ被害
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平成２６年 ８月豪雨災害

各地で土石流発生
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河川・道路被害

■道路被災箇所 249箇所 175路線

■道路冠水 173箇所

■通行止め路線数 193路線（ピーク時）

平成27年3月時点 11路線

■河川被害箇所 132箇所 45河川

■公共土木施設被害額 956,350千円
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平成２６年 ８月豪雨災害



福知山市内の様子
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堀：消防による救助活動
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和久市
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森垣・岩間

国道175号

ＪＲ福知山線

至丹波市
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平成２６年 ８月豪雨災害

• 人的被害

死者 １名 軽症 １名

• 家屋被害

全壊 １３棟

大規模半壊 ６棟

半壊 ２６６棟

一部損壊 ３，９６８棟

• 床上・床下浸水

床上2,029棟 床下2,471棟

合計4,500棟
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河川水位

時間雨量

平成２６年８月豪雨災害対応経過（雨量、水位）
１７日１６日

13：20 大雨警報 発表

16：11 土砂災害警戒情報（三和町）発表

18：30 自主避難所 開設（三和町）

19：47 土砂災害警戒情報（旧福知山市）発表

20：49 土砂災害警戒情報（大江町）発表

22：00 自主避難所 開設（旧福知山市）

1：30 避難勧告（夜久野町以外）

2：30 記録的短時間大雨情報

3：19 土砂災害警戒情報（夜久野町）
広域避難所 開設（夜久野町以外）

5：30 避難勧告（夜久野町）

8：25 土砂災害警戒情報解除（夜久野町）

19：30 避難所一部閉鎖

21：54 土砂災害警戒情報解除
（三和町・大江町）20：38 洪水警報 発表

0：30 広域避難所 開設（由良川流域８か所）

7：05 自衛隊派遣要請

由良川（福知山）水位と雨量から見る

25

由良川水位

最高６．４ｍ
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由良川（福知山）水位と雨量から見る

台風２１号災害対応経過（降雨・水位変化）
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災害派遣・支援状況

（他機関からの支援）

■自衛隊派遣要請及び救助活動（8/17）

■災害ボランティア（8/18～8/31まで） 4,899人

■自治体からの職員派遣

（8/18～8/31まで）
7業務 62団体 延べ2,784名
・国35名 ・府641名 ・府内全市町村1,449名

・府外協定市536名 ・その他自
治体123名

28

※平成２６年８月豪雨災害時



被災者支援 災害ごみ収集活動

協定市による災害ごみ収集活動
事前打ち合わせ
（写真は兵庫県養父市）
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協定市による災害ごみ収集活動
（写真は兵庫県豊岡市）

災害ごみ撤去作業

※平成２６年８月豪雨災害時



※平成２６年８月豪雨災害時
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被災者支援 家屋被害調査

応援職員に対する家屋調査
にかかる説明会

家屋被害調査



（他団体からの支援）

（被災者支援活動等）

■災害ごみ収集（環境パーク搬入分） （8/17～10/14まで）

トラック台数 5,943台 重量合計 5,096ｔ

■消毒活動（8/19～10/14） 従事者数 855人 消毒件数 3,157件

■訪問健康相談（8/22～9/12） 従事者数 276人 相談人数 4,505件

■被災者相談窓口（8/19～10/14） 3,357件

■被災者義援金 全国から１億５千万円を超える支援
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作業内容 支援団体

被災廃棄物処理
（８/１９～８/２５）

・近畿財務局
・京都府
・京都市ほか府内全２５市町村（うち６市は応援協定市）
・京都府町村会
・城南衛生管理組合
・豊岡市・養父市・篠山市・朝来市（兵庫県の応援協定市）
・長崎県島原市（応援協定市）
・新潟県、十日町市、村上市、燕市、柏崎市、上越市、長岡市、

小千谷市、三条市
・東京都市区（１５区３市）
・宮城県石巻市 ほか

被災家屋調査
（８/１９～９/１９）
罹災証明発行業務
（９/１～９/３０）
被災家屋消毒作業
（８/２０～９/１）

被災者健康調査
（８/２０～９/５）
被災者総合窓口
（８/２２～８/２４）
農林被害調査
（８/２７～８/２９）

８月豪雨災害 災害派遣・支援状況



代表

会計管理者

大江支所担当（９人）

支所で、被災者の相談業務
（チーフ、総合担当、福祉担当、土木担当）

被災者相談窓口（４人）

市民相談コーナーで、被災者の相談業務

（チーフ、総合担当、福祉担当、土木担当）

がれき処理担当（５人）

環境政策室と連携し、短期集中で被災ごみの
処理にあたった

災害支援担当（１人）

ボランティアセンターと市との窓口として機能

２３号台風（H１６）の処理担

当者を配置し、経験を活か
すことができた

センターからの多くのリクエ
ストに対応

両災害とも、災害対策本部会議において、設置が決定。職員の選定、委嘱がなされ、被災の状況に応じたニーズを把
握し、必要なチーム編成を速やかに行った。

被災者最前線の立場で
本部会議で発言、対応
改善につなげることがで
きた

復旧初期段階の市民の総
合相談窓口として機能。被
災者支援制度が確立され
ない段階で、一元的に対
応できた

災害対策本部会議の様子
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被災者支援 特別対策チームの編成



■台風第１８号被害にかかる被災者支援制度の住民
説明会の様子

災害を踏まえ、福知山市が用意する各種の支援制
度を周知することにより、被災者の一日も早い復旧を
目指す。

対象者：

被災地の自治会長及び民生児童委員

説明会の様子

特設窓口

33

被災者支援 支援制度の説明、一元化窓口設置

■市役所ロビーに特設窓口を設置

罹災証明書の発行、各種給付、減免制度な
ど可能な限り１箇所で手続きできるように工
夫
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被災者支援 冊子作成、配布

35



給付系の被災者支援制度説明

36



平成２５年台風１８号は…

由良川の水位が上昇し（最高水位８．３ｍ）、主に外水による浸水被害が生じた。
約１０年ぶりの大きな水害。被災後の初動の遅れがあった。

平成２６年８月豪雨は…

由良川水位は最高６．４ｍ程度であったが、主に内水氾濫によって被害が生じた。
従来の由良川水位を重視しての災害対応では対応し切れなかった。

37

課 題

状況把握
深夜の急激な豪雨であったため、市街地の浸水状況が把握できな
かった。

災害の風化
平成２５年１８号台風災害は、平成１６年２３号台風災害以来約１０年
ぶりの大きな水害。被災後の初動の遅れ。
多くの市民が最高水位が続く状態で避難所から帰宅

避難所開設
避難勧告を発令した時点で、避難所の開設が間に合わなかった。

（８月豪雨災害）

情報伝達
猛烈な雨、激しい雷により、市の防災行政無線による伝達が十分伝
わらなかった。（特に屋外拡声子局）

市民意識
内水氾濫により浸水常襲地域以外にも浸水があったため、市民の避
難が間に合わなかった。車両も多く水没 （８月豪雨災害）

救助活動
各地で多発する浸水地域での救助活動、土砂災害の救助活動に困
難を極めた。



「警報⇒避難情報⇒市民の確実な避難行動」につなげるために
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①災害対策本部体制の強化・・・P39

（本部体制の強化、各部マニュアル整備など）

②避難情報発令基準、本部対応の見直し・・・P40

（避難情報発令基準の見直し、災害ごとのタイムラインの策定）

③機動的な避難所開設体制・・・P43

（地域との鍵の共有、避難者の情報提供）

④情報収集機能の強化・・・P44

（各種ハザードマップの整備、防災情報ライブカメラ、コンビニ協定）

⑤情報伝達機能の強化・・・P45

（緊急告知ラジオ、テレフォンガイドシステム）

⑥関係機関との連携・・・P47

（国土交通省、気象台とのホットライン、自衛隊派遣要請、由良川福知山タイムライン、

災害時相互応援協定）

⑦自助・共助の強化・・・P50

（自主防災組織との連携、「市民とともにつくる災害に強いまちづくり」）



連絡調整会議（副市長以下13名）・・・初期段階の対応検討

※注意報発表など（全部長会議も）

災害警戒本部・・・状況把握、初期の災害応急対応

※警報発表で自動設置

災害対策本部・・・被害が発生（予想）される場合の対応全般

※相当の被害又はその恐れがある場合

地域防災計画において、情報管理班、動員班（総務部）、救助班（福祉保健部）など
各部・各班の災害時の分掌が規定

危機管理室

体制５人⇒７人

兼務職員５人（新規）

危機管理監の位置付け見直し

危機管理室の警戒体制強化

①災害対策本部体制の強化

本部直轄応援要員１３人（新規）

動員班の指揮下で、避難所の交代要員や排
水ポンプ車の立会い要員など、遊撃的に活動

各部・各班マニュアル整備の
徹底

平成25年の18号台風災害では、約
10年ぶりの大災害となり、防災計

画に基づく各部・各班の分掌事務
が廃れ、初動対応に支障が生じた

年度当初にマニュアルの見直しと
提出を義務付け

地区派遣員

災害時に地域に派遣され、
自治会や消防団との連携を
図る

自治会・消防団との連携

避難所開設員

市が開設する避難所の開設員を
任命（４９名）

緊急開設時には地域との鍵
の共有

ホワイトボードシートによる避
難所での情報提供

被災後・・・特別対策チームの設置（新規）

災害対策本部の直轄において、部署を超えた職員により編成。課題に対応するための
チームや窓口、関係機関との調整等を担う。
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災害対応のタスクフォース
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②-1 避難情報発令基準の見直し

○「大雨警報」解除 土師川 弘法川 和久川 牧川 宮川 ○「洪水警報」解除 ●情報伝達（全手段にて）

→ → 5.00 － 2.80 1.50 1.10 2.10 2.80 ○河川の増水状況 ●関係機関へ通知（府、警察）

○避難判断水位を下回り、今後上昇しない見込み（上流水位の上昇がなく、降雨もないこと） ○今後の降雨予測

○洪水警報（気象警報）の解除

○水防警報の解除

○「大雨特別警報」 ○「大雨特別警報」 ●サイレン信号

土師川 弘法川 和久川 牧川 宮川 ○河川の増水状況（現地警戒情報） ●情報伝達（全手段にて）

綾部 戸田 福知山 大雲橋 三俣 下篠尾 榎原 上川口 二俣 ○上流の降雨状況（累積と予測） ●関係機関へ通知（府、警察）

6.00 5.90 ○河川監視ライブカメラ（府、市） ●全広域避難所開設、運営

●地区派遣職員

8.12 7.74 ●消防団、市部局による警戒

○由良川（中流、下流）【氾濫危険情報】 ○決壊や越水・溢水により氾濫発生 ●安否確認、避難誘導

●救助

○「土砂災害警戒情報」 ○河川の増水状況（現地警戒情報） ●サイレン信号

○「記録的短時間大雨情報」（90㎜/ｈ） 土師川 弘法川 和久川 牧川 宮川 ○上流の降雨状況（累積と予測） ●情報伝達（全手段にて）

綾部 戸田 福知山 大雲橋 三俣 下篠尾 榎原 上川口 二俣 ○河川監視ライブカメラ（府、市） ●関係機関へ通知（府、警察）

○排水ポンプ停止(福知山 7.74、大雲橋 10.63) ●全広域避難所開設、運営

○法川水位2.84ｍを超え、なお増水 ●地区派遣職員

○雨量１５０㎜超／３ｈで更に増加 ○由良川（中流、下流）【氾濫警戒情報】 ※法川水位2.84ｍ＝ゆらのＧ前面道路浸水 ●消防団、市部局による警戒

○前兆現象（亀裂、地鳴り、湧き水等） ●避難誘導

●ＤＭＡＴ、社協、ＦＭ丹波

○「大雨警報（低地浸水）」 ●サイレン信号

土師川 弘法川 和久川 牧川 宮川 ＋ ●情報伝達（全手段にて）

綾部 戸田 福知山 大雲橋 三俣 下篠尾 榎原 上川口 二俣 ○雨量１００㎜超／３ｈで更に増加 ●関係機関へ通知（府、警察）

○「注意報」⇒　夜間に「警報」 ○一時的に５０㎜／ｈ以上の雨 ●全広域避難所開設、運営

○数時間後に、避難路が通行規制 ○現地の警戒結果から判断 ●地区派遣員

○洪水警報 ○洪水警報 ○河川監視ライブカメラ（府、市） ●消防団、市部局による警戒

○排水ポンプ車の運用準備

○「大雨注意報」（土砂災害の可能性） ○「大雨・洪水注意報」（低地浸水） ●防災無線（全域）

土師川 弘法川 和久川 牧川 宮川 ○時間雨量２０㎜×２ｈ ●安心安全・消防メール

綾部 戸田 福知山 大雲橋 三俣 下篠尾 榎原 上川口 二俣 ○セブンイレブン店舗情報 ●YAHOO防災速報

○時間雨量２０㎜×２ｈ ●職員への注意喚起

○洪水注意報（洪水）

○由良川流域雨量（平均）５０㎜超 ☆危機管理情報収集体制

☆消防警戒巡視、緊急広報

○気象情報（土砂災害の可能性） ○気象情報（洪水の可能性） ○気象情報（低地浸水の可能性） ●防災無線（全域）

○台風情報（接近、上陸コース） ○由良川水位（福知山）が１ｍ超 土師川 弘法川 和久川 牧川 宮川 ○台風情報（接近、上陸コース） ●安心安全・消防メール

○台風情報（接近、上陸コース） 三俣 下篠尾 榎原 上川口 二俣 ●YAHOO防災速報

●職員への注意喚起

※弘法川以外の河川は避難判断水位と同水位の設定であ
るため、本水位に達した場合は避難準備・高齢者等避難
開始を発表する。

由良川

2.00 2.00 2.00 3.50 2.50 1.00 0.70 1.90 2.00
●自主避難者用の広域避難所の
開設、運営

注意喚起
（レベル１）

（ 解　除 ）

避難勧告
（夜間、他の警報考慮）

注意喚起
（レベル２）

避難指示
（緊急）

（夜間、他の警報考慮）

水防団待機水位

1.50 0.90 -0.40 1.20 1.10

●要警戒⇒北岡、ゆらのガーデン

水防団待機水位

○排水ポンプ停止(福知山 7.74、大雲橋 10.63)

平成２９年４月現在

区　　分 対　　応

避難勧告等の判断基準（福知山市） 注意　　夕方～（夜間）～明け方の気象警報発表、台風接近など十分考慮すること。

府管理河川【水防警報河川等】

洪水
内水氾濫

由良川【洪水予報河川】
土砂災害

避難準備・高齢
者等避難開始

（夜間、他の警報考慮）

○「氾濫注意水位」を超え、「避難判断水
位」に達する見込み

○「避難判断水位」を超え、「氾濫危険水位」に達する
見込み

氾濫注意水位

由良川

3.50 4.00 5.00

避難判断水位

2.50

○「大雨警報（土砂災害）」＋
　「気象庁土砂メッシュ【赤】」
　（※参考：京都府土砂メッシュ【黄】）

避難判断水位 氾濫危険水位

由良川

5.00 5.00 2.80
1.50

【目安】
1.10 2.10 2.80

堤防計画高

由良川

5.20 2.34 2.69 3.73 5.10

○土砂災害警戒情報後も更に雨量増加

由良川

（参考）堤防計画高

○「氾濫危険水位」を超え、「計画高水位」
に達する見込み

○「土砂災害警戒情報」＋
　「気象庁土砂メッシュ【濃紫】」
　（※参考：京都府土砂メッシュ【赤】）

○「土砂災害警戒情報」＋
　「記録的短時間大雨情報」（90㎜/ｈ）

○土砂災害が実際に発生

氾濫危険水位

氾濫注意水位

○「大雨警報（土砂災害）」＋
　「気象庁土砂メッシュ【紫】」
　（※参考：京都府土砂メッシュ【橙】）

○「気象庁土砂メッシュ【黄】」
　（※参考：京都府土砂メッシュ【緑】）

○「氾濫危険水位」を超え、堤防計画高に達する見込み

○「避難判断水位」を超え、「氾濫危険水
位」に達する見込み

1.20
【目安】

0.70

○由良川（中流、下流）【氾濫注意情報】

1.90 2.00



②-２ 災害ごとの事前行動計画の作成

災害ごとの行動計画

台風など、危機の到来があらか
じめ分かっている場合には、気象
台のバーチャートに基づき、本市
の対応をあらかじめ定め、庁内、
防災関係機関との共有を図る。

左は昨年の台風21号で実際に使
用したもの。

台風の到来が明け方になる場合
には、前日の夕方に避難準備・高
齢者等避難開始、避難所を開設す
ることもある。

・対応の組み立て、作戦会議資料

・タイムライン参加機関と共有 41



（参考）避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン

内閣府 改定概要抜粋

42
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③ 機動的な避難所開設体制

春の自治会長会で依頼した資料

避難所の鍵の地域共有（49箇所中34箇所）

平成26年の8月豪雨災害では、避難勧告発令時に避難所の開設が間に合わなかったことから、避難所近隣の自
治会長（複数名）に協力を依頼し、鍵の共有による緊急開設体制を構築。

全ての避難所で緊急開設が可能に！！

年度当初の自治会長会で災害対応の協力を呼
びかけ。

市の考え方の説明と、地域での共助対応を依
頼

福知山の広域避難所 開設フロー

①自主避難所１２箇所開設（自主避難情報）

（予防的対応：避難情報基準に満たない

場合など、中学校区１カ所開設）

②全広域避難所４９箇所の開設

（避難情報発令時など）
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防災情報ライブカメラ
内水ハザードマップ

④ 情報収集機能の強化

コンビニとの情報提供協定

災害発生時の情報提供の協力に関する協定書

（情報提供の内容）

第２条 本件店舗周辺における災害発生時に、乙が甲に対して、行う情報提供の内容は、次の事項とする。

（１） 本件店舗周辺の道路等の冠水情報

（２） 本件店舗周辺の家屋等の浸水情報

（３） 地震等による道路および公共施設等の建物被害の情報

（４）その他災害情報

２ 前項の情報提供は、乙は無償で行うものとし、乙の通常の業務の支障を来たさない範囲で把握した内
容とする。

（情報提供の方法）

第３条 乙が業務中に知り得た浸水等の災害情報は、別紙に基づく内容を甲へ電話通報するものとする。

２ 甲の連絡先は、福知山市総務部危機管理室（夜間休日にあっては、福知山市役所当直）とする。

ただし、前条第１号から第４号のいずれかに該当し、人命に関わり直ちに救助が必要な場合などにあって
は、福知山市消防本部（１１９番）へ通報を行うものとする。

３ 災害時において、甲が乙に対し本件店舗周辺の災害情報等の問い合わせを行った場合には、乙の知
りえる範囲において回答を行うこととする。

４ 本情報提供に生じる経費は、乙の負担とする。



防災行政無線を基幹とし、補完的な伝達手
段を複数整備！

緊急告知ラジオ

ＦＭ丹波からの緊急起動信号により
立ち上がり、大音量で放送。アナウ
ンサーによる放送もしくは直接割り
込みによる放送が可能。

防災行政ラジオ

防災行政無線の電波を直接受信し緊
急起動、大音量で放送。

ラジオの種類

防災情報緊急告知ラジオ・防災行政無線テレフォンガイドシステム

45

⑤ 情報伝達機能の強化



防災情報発信の実際
午前2：00災害対策本部で午前2：30に「避難勧告」を出すことを決定 ! !

①防災行政無
線放送（文案作
成含む）

⑥防災情報シス
テム入力

④防災メール
発信③緊急速報

メール発信

⑨関係機関連
絡（京都府、警
察署など）

３０分間の勝負！!

正に戦場

⑦消防メール

連絡

広報資料３  
平 成 ２ ８ 年 ９ 月 ８ 日 

福知山市災害警戒本部（危機管理室） 

電話０７７３－２４－７５０３  

市 長 公 室 秘 書 課 

電話０７７３－２４－７０００ 

 

                        午前８時４０分 発信 

 

避難勧告の発表について（福知山市夜久野地域） 

  

平成 28 年 9 月 8 日午後 8 時 20 分、福知山市夜久野地域に土砂災害警戒情報が

発表されたため、平成 28 年 9 月 8 日午前 8 時 40 分、同地域に避難勧告を発令

しました。 

⑫マスコミ発表、
ホームページ掲載

住民避難に関する指示等の連絡 第  1 号  

自治体名 発表日時 送信者の所属・氏名 報道機関への送信日時 

福知山市 
平成 ２８ 年 ９ 月 ８ 日 総務部危機管理室 

寺田 武史 

平成 ２８ 年 ９ 月 ８ 日 

午前 午後 8 時 40 分 午前 午後 8 時 40 分 

確認用電話番号 0773-24-7503 緊急用携帯番号  

  

自治体名以外の地名には全て「ふりがな」をつけること。 

枠内におさまらない場合は枠を下へ拡大してください。 

このために２ページ３ページにわたることになっても 

かまいません。 

分類（該当するものに○印） 

新規 地域拡大 種別変更 解除 

発 表 の 内 容 避難勧告の発令 

事 由 夜久野町における土砂災害警戒情報の発表のため 

対 象 地 域（対象世帯数・人数） 避難の確認できている世帯数・人数  

 

夜久野地域 

 

 1,576世帯 3,613人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様   式 

⑪放送局連絡
（対象地域、世帯、人数）
テレビテロップ・・・

⑩テレフォンガイド
録音（防災無線と
同じ内容が電話で
聞ける）

操作訓練による習熟、防災担当以外の協力が必須

②FM緊急割
込み放送連絡

⑧聴覚障害者
FAX送信
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⑤ヤフー防災
速報発信



・10年間で3度の大きな災害
で既に災害対応や連携の
実績がある

既にある環境を活かし、災害時の連携を分析・再整理

由良川福知山タイムライン

・各種情報の意味を理解し防災行動の「きっかけ」とする

・情報提供体制の再構築

・他機関の役割・活動を把握

・関係機関の連絡窓口の明確化

実績を踏まえ、次に備え更なる連携強化につなげるツールとする

・地域防災訓練などで顔
の見える関係

・福知山には防災関係
機関の拠点が集積

地域防災訓練 土砂災害救出訓練

地域防災訓練 各機関ブース18号台風災害ボランティアセンター設置 47

福知山市、福知山河川国道事務所、京都地方気象台、京都府中丹広域振興局（福知山地域総務室、中丹西

土木事務所、中丹西保健所）、陸上自衛隊、福知山警察署、福知山市消防本部、福知山市消防団、西日本電

信電話（株）、関西電力（株）、（株）長田野ガスセンター、福知山都市ガス（株）、 （一社）京都府ＬＰガス協会

、（福）福知山市社会福祉協議会

⑥ 関係機関との連携
各防災関係機関とホットラインを構築 ： 国土交通省、京都地方気象台ほか・・・災害時に相互連絡

由良川福知山タイムラインの策定（平成２８年３月）

地域防災訓練
関係機関集結・出動訓練

地域防災訓練 土砂災害救出訓練

地域防災訓練 ガス漏洩配管修繕訓練

自衛隊の派遣要請 ・平成25年18号台風災害：「緊急性・公共性・非代替性」３原則の壁で断念

・平成26年8月豪雨災害：被災直後、救助・安否確認を実施いただく



福知山市由良川タイムライン（事前の防災行動計画）　　　（※１各行動のタイミングや表示されている水位は目安であり、今後随時修正が必要）（※２他機関と関わる行動を中心に記載）
住民

気象庁
（京都地方気象台）

国土交通省
（福知山河川国道事務所）

京都府
（中丹西土木事務所・福知山地域総務室）

福知山市 福知山市下水道
住民

（自主防災組織含む）
警察

（福知山警察署）
消防

（福知山市消防本部）
消防団・水防団

陸上自衛隊
（福知山駐屯地）

連絡先
担当：〇〇〇〇
電話（昼/夜）：〇〇〇〇
FAX：〇〇〇〇

担当：〇〇〇〇
電話（昼/夜）：〇〇〇〇
FAX：〇〇〇〇

担当：〇〇〇〇
電話（昼/夜）：〇〇〇〇
FAX：〇〇〇〇

担当：〇〇〇〇
電話（昼/夜）：〇〇〇〇
FAX：〇〇〇〇

担当：〇〇〇〇
電話（昼/夜）：〇〇〇〇
FAX：〇〇〇〇

担当：〇〇〇〇
電話（昼/夜）：〇〇〇〇
FAX：〇〇〇〇

担当：〇〇〇〇
電話（昼/夜）：〇〇〇〇
FAX：〇〇〇〇

担当：〇〇〇〇
電話（昼/夜）：〇〇〇〇
FAX：〇〇〇〇

主な動き
（情報提供、支

援等）

台風の状況・予測の提供（説明会、HP)
雨の状況・予測の提供（説明会、HP)

由良川流域の雨の状況の提供（HP)
由良川の水位の状況・予測の提供（HP)
カメラ映像の提供（HP)
河川・道路巡視、ヘリ巡視（きんき号）

道路情報管理システム（HP）：由良川沿川の交通
規制
河川防災情報（HP）：雨量、水位、ダム情報、カ
メラ映像の提供
道路情報板

災害対策（警戒）本部設置
避難情報の発令、避難所開設
防災無線、メールによる情報発信
カメラ映像の提供

情報収集
避難

パトロール（10台程度）
臨時交通規制
避難支援、救出救助

情報一括管理拠点開設
水防活動、河川・道路巡視
水防団への情報提供・指示（消防
メール）
避難支援、救出救助

水防活動、河川・道路巡視
避難支援、救出救助

避難支援、救出救助

各機関が
発信する
情報の

意味合い・
捉え方

○大雨・洪水警報の発表で求める行動
　防災機関の体制の立ち上げ、市町村が発令する
避難準備情報や住民の自主避難等の判断
○発表基準(雨量基準)
　大雨(浸水害)・洪水警報 3時間100mm
　大雨・洪水注意報　　　3時間 60mm
洪水警報・注意報の発表基準には流域雨量指数と
指定河川洪水予報もあります。

１時間の水位上昇は１ｍ以上にもなりうる
　(H16T23は時間最大1.54m上昇)

　(H25T18は時間最大0.79m上昇)
雨は止んでも水位上昇は続く
　(H16T23は雨のﾋﾟｰｸ後5時間で2.0m上昇)
　(H25T18は雨のﾋﾟｰｸ後9時間で5.3m上昇)
由良川水位は低くても内水被害は起こりうる

福知山市内の交通規制（冠水）順位
①在田橋
②有路下橋
③筈巻牧線（筈巻橋）
④由良川右岸　舞鶴福知山線通行止め
⑤由良川左岸　国道175号　大江町北有路から下
流部通行止め
⑥由良川両岸　国道175号、舞鶴福知山線　全線
通行止め

自主避難所の開設　深夜にピーク見込みなど
避難準備情報は「危険が迫る、避難の準備、要配
慮者等は避難開始」　→福知山水位4ｍ越えなど
避難勧告は「危険が逼迫、避難開始」
→福知山水位5ｍ越え、土砂災害警戒情報発表など
避難指示は「危険が非常に逼迫、避難完了、避難
できない場合は命を守る行動」
→福知山水位5.9ｍ越え、特別警報など

水防１号信号（避難準備）
　はん濫注意水位到達
水防２号信号（避難勧告）
　消防機関、水防団に属する者の
　全員に対する出動指示
水防３号信号
　居住者に対する出動指示
水防４号信号（避難指示）
　居住者に対する避難指示

新たな取組
（検討中、構想含む）

・台風等の場合、警報級の現象となる可能性を５
日先まで提供。（平成29年度から）

・洪水予報の提供先拡大（福知山市からのFAX先追加）
道路冠水情報の収集（カメラ、水位計、監視員な
ど）

・各機関とのホットラインの確立
・各機関連絡員の受入体制の強化
・情報提供先の拡大
・市道通行止め箇所等のマップ公開化

パトロール時に河川巡視も可能な範
囲で実施（国が研修実施）

－48時間

－24時間

－12時間

－0時間

はん濫直後

浸水一定解消後

－6時間

－5時間

－2時間

行政機関（救援部隊）

－8時間

－36時間

行政機関（情報発信等）

平成25年台風１８号時 最高水位８．３ｍ

河川の

はん濫発生

<<大雨・洪水注意報発表>>

<<大雨・洪水警報発表>>

避難判断水位（5.0m）

計画高水位到達（7.74m）

水防団待機水位（2.0m）

はん濫危険水位（5.9m）

はん濫注意水位（4.0m）

市の災害対策本部設置（各機関がリエゾン（情報連絡員）を派遣）

水防警報（待機）

【注意体制】

【第１警戒体制】

○樋門操作員の退避指示

水防警報（出動）

【第２警戒体制】

【非常体制】

○個別危険箇所での現況・予測水位の情報提供

○樋門操作員への操作指示

○維持業者による緊急巡視及び施設点検開始

○樋門操作員への操作指示

避難勧告発令

(防災無線、メール配信)

避難指示発令

(防災無線、メール配信)

避難開始

○区内での水防活動等

◆各機関共通行動◆ ○ 参集（道路冠水前） 【対策本部設置開始の目安】

【基本配備】

【警戒２号配備】

【警戒３号配備】

【警備本部設置】

◆各機関共通行動◆ ○参集の可否確認 ○体制要員の確認（長期化に備え交代も考慮） ○気象情報の収集 ○点検・確認・準備（管理施設、資機材、工事現場安全、飛散防止、非常食、ガソリン 等）

○防災グッズの準備

○自宅保全

○ハザードマップ等による避難所・

避難ルート確認

〇「在田橋」通行止め（桁下１ｍ）

【警戒１号配備】

〇災害危険箇所のパトロール

＜防災行政無線の内容例＞
〇住民への注意喚起

（大雨・洪水・土砂災害等）
〇避難所の開設について
○大雨・洪水警報等について
〇避難情報の発令について

○住民への防災行政無線等による注意喚起（随時）
○行事開催の可否、施設休館等の検討
○消防団、学校等への注意喚起

【水防準備】

【水防体制移行】

【消防１号動員・警戒本部１号配備】

【消防２号動員・警戒本部２号配備・水防１号動員】

【水防準備】

【召集準備】

【消防団拠点待機命令】

【消防団出動命令】

○協定業者への派遣依頼

【消防３号動員・対策本部１号動員・水防２号動員】

【消防４号動員・対策本部２号動員・水防３号動員】

○樋門操作員への出動指示 ○樋門操作員への出動指示

○台風説明会の実施（通常、午後３時頃）

<<大雨特別警報発表>>

○避難準備

【注意！】水位は１時間で

１．５ｍ上昇することもある！

〇臨時交通規制

○臨時交通規制の連絡

○被災地のパトロール

要配慮者

避難開始

(戸田等)

○樋門操作員の退避指示

〇「有路下橋」通行止め（桁下１ｍ）

〇「筈巻牧線」通行止め（路面より０．５ｍ下）

〇由良川右岸 舞鶴福知山線通行止め

〇由良川左岸 国道175号 大江町北有路から下流部通行止め

〇由良川両岸 国道175号、舞鶴福知山線 全線通行止め

○市長へのホットライン（危険度、現象予測）

洪水予報の発表

（はん濫発生情報）

○市へのはん濫想定の再周知

○大野ダム 洪水調節開始

洪水予報の発表

（はん濫注意情報）

○市長へのホットライン（水位情報、現象予測）

○京都府への自衛隊派遣要請

○災害対策機械（排水ポンプ車等）の派遣要請

○道路冠水の１１０番通報

○市長へのホットライン（破堤箇所、緊急の対応方針確認）

○市長へのホットライン（危険度、現象予測、破堤時の対応方針の確認）

洪水予報の発表

（はん濫警戒情報）

避難準備情報発令

(防災無線、メール配信)

洪水予報の発表

（はん濫危険情報）

○市に予測水位の情報提供開始（毎正時）

【注意！】外水による浸水でなくとも
内水の浸水で避難路が使えない
場合もある！

（想定シナリオ）由良川の越水により、岩沢堤が破堤 → 洪水が福知山市街地にはん濫

○TEC-FORCEによる内水排水活動、被災状況調査 等

○ヘリ、カメラによるはん濫状況の確認
〇被災者の救出救助 〇被災者の救出救助 〇被災者の救出救助「事後の防災行動計画」は

今後要検討

右記は一部のみ記載
○破堤箇所の緊急締切

～

【災害警戒本部設置（１号配備）】

○自主避難所開設の準備（中学校区に１カ所など）

○初動パトロール（道路冠水等）

○市道通行止め等対応（以降順次対応）

【災害対策本部設置（１号動員）】

○京都府への災害救助法適用申請

○災害ごみ、消毒、家屋被害調査等の準備

○被災者支援特別対策チームの編成

○被災者への炊き出し等

○安否確認

○復旧

○ボランティア等

○避難誘導・声かけ等

【自主防災組織本部体制設置】

○区民への情報伝達

○地区避難所の開設・運営等

〇工事危険箇所のパトロール

【

○住民への避難喚起広報（消防車
両、消防メール）

【指揮班・水防班設置】

○警戒・水防活動（以降常時）

○広域応援要請

○管内警戒巡視

○情報伝達・警戒・水防活動（以降
常時）

○避難状況把握

○被災状況の把握
（消防施設、消防水利、道路など）

○水防重要箇所等警戒巡視

○孤立地域対策

○広域応援要請準備

○被災箇所の確認・復旧

○避難指示広報（消防団車両）
○避難指示広報

（消防車両、消防メール）

○避難準備広報（消防団車両）
○避難準備広報

（消防車両、消防メール）

○広報活動

〇福知山市への土のう製造器の貸出

○避難勧告広報

（消防車両、消防メール）
○避難勧告広報（消防団車両）

○全広域避難所の開設（50カ所）

○自主避難所開設※自主避難所の開設は
ピーク時間帯を考慮し判断

〇住民の避難誘導

〇被災者の救出救助

（以降常時）

〇住民の避難誘導

〇被災者の救出救助

（以降常時）

【情報所の設置】

【指揮所の設置】

○初動小隊派遣

○中隊派遣

○連隊主力派遣

〇被災者の救出救助

避難完了

19:15

綾部：水防団待機水位（2.0m）

綾部：はん濫注意水位（3.5m）

21:00

16:26

0:55

綾部：避難判断水位（5.0m）

2:40

綾部：はん濫危険水位（6.0m）

3:30

5:05

6:30

8:10

綾部：最高水位到達（7.47m）

8:00

8:00

19:00 ○台風説明会の実施（通常、午後３時頃）

平
成
25
年
台
風
18
号
の
水
位
｜
時
間
関
係
を
適
用

【災害警戒本部設置（２号配備）】

○被災状況の把握・応急対応

【災害対策本部（2号動員）】

【災害対策本部（3号動員）】

○情報一括管理拠点開設準備

○情報一括管理拠点開設

○管内の災害情報収集

○排水ポンプ車警戒体制依頼
○段畑樋門操作員への出動指示

○監視体制

〇初動パトロール

○排水ポンプ車出動
○段畑樋門操作員への操作指示

○排水ポンプ車待避指示

○樋門操作員の待避指示

○市へ連絡幹部派遣

〇各種活動実施報告

【消防４号動員・対策本部３号動員・水防３号動員】

〇住民の避難誘導

〇被災者の救出救助

（以降常時）

（参考）由良川福知山タイムラインの概要 横軸：各機関を横列に
並べ、時間軸に応じた

活動・連携を記載

凡例

・ ・・３以上の機関に関連する行動

・ ・・２機関間に関連する行動

朱書き・・・住民避難関係

【〇〇】・・・体制立ち上げの目安

○○ｍ・・・断りが無い限り、福知山水位

○○

○○ －6時間

各機関の災害時の連
絡窓口

各機関の災害時の主な
活動を記載

自主避難所の開設　深夜にピーク見込みなど
避難準備情報は「危険が迫る、避難の準備、要配
慮者等は避難開始」　→福知山水位4ｍ越えなど
避難勧告は「危険が逼迫、避難開始」
→福知山水位5ｍ越え、土砂災害警戒情報発表など
避難指示は「危険が非常に逼迫、避難完了、避難
できない場合は命を守る行動」
→福知山水位5.9ｍ越え、特別警報など

福知山市

各機関の情報発信の意
味を記載

縦軸：氾濫発生（破堤）
を０時間とし、４８時間
前からの行動を記載

【消防３号動員・対策本部１号動員・水防２号動員】

【消防４号動員・対策本部２号動員・水防３号動員】

○孤立地域対策

○広域応援要請準備

○避難勧告広報

（消防車両、消防メール）
○避難勧告広報（消防団車両）

〇住民の避難誘導

〇被災者の救出救助

（以降常時）

〇住民の避難誘導

〇被災者の救出救助

（以降常時）

消防 消防団
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遠方自治体協定
長崎県　島原市
静岡県　小山町

遠方自治体協定
長崎県　島原市
静岡県　小山町

大丹波連携協定締結自治体
既協定締結自治体

養父市

宮津市

舞鶴市

京丹波町

亀岡市

与謝野町

南丹市

豊岡市

朝来市

遠方自治体協定
長崎県　島原市
静岡県　小山町

福知山市
綾部市

丹波市

篠山市大丹波連携協定締結自治体
既協定締結自治体

福知山市の災害時相互応援協定締結状況

与謝野町

近隣： １２自治体 遠方：２自治体
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施策の柱 教訓 事業名 内 容 備 考

情報収集・伝達機能
の強化で災害に即
応できるまちづくり

Ａ
防災情報ライブカメラ
整備事業

内水氾濫の警戒地点の弘法川と西川の合流地点（問屋町）、天
田川と西川の合流地点（駅前町）、岡ノ三市営住宅南側（堀口）
の３箇所にライブカメラを設置、ホームページで公開。同ページ
で国・府の河川ライブカメラも閲覧可能（リンク）

平成27年6月から市ホームページで
公開。平成28年度２基増設完了

Ｂ
内水ハザードマップ
作成事業

内水ハザードマップを作成し市内全戸配付 平成27年度中に作成、配付済み

Ｂ
土砂災害ハザード
マップ作成事業

全31地区のうち17地区は既に作成・配付済み。残りの14地区
（惇明、昭和、大正、下豊富、金谷、成仁、上川口、下六人部、
菟原、細見、川合、河西、河東、河守上）の作成・配布を実施（全
戸配付）

平成27年5月に配付済み。全31地区
全てが作成・配布済みとなる
※土砂災害警戒区域のない自治会
には配付なし

Ｂ
自主防災組織地域防
災マップ（マイマップ）
作成事業

地域版防災ハザードマップの作成。取り組み初年度となる平成
27年度は、公募による20地域に対してモデル実施を行う。市は
作成支援及びマップ印刷を行う

平成27年6月から取り組み。20地域
で作成。事業継続

（Ｈ28.26組織）

Ｃ
防災行政無線整備事
業（テレフォンガイドシ
ステム）

災害時の防災行政無線の放送内容が確認できるテレフォンガイ
ドシステムを導入（電話番号２５ｰ１１２２）

平成27年6月から運用

Ｃ
防災情報緊急告知
ラジオ導入事業

浸水地域の要配慮者、土砂災害警戒区域等世帯、浸水想定要
配慮者施設、民生児童委員への無償貸与、希望者向け販売
（半額程度）

希望者向け販売は継続予定

Ａ 防災協定の締結推進 コンビニエンスストアとの情報提供協定の締結推進等。 随時締結中 50

⑦ 自助・共助の強化（市民とともにつくる災害に強いまちづくり）
災害を経験し、特に強く感じること・・・「市民とともにつくる災害に強いまちづくり」が必要！！

ハード事業を進めても完全に自然を制御することはできない。災害の教訓を踏まえ市民と
の協働により災害に強いまちづくりを推進する。

（教訓を踏まえた対応）
Ａ：急激な降雨による災害進行の把握など、市及び市民の情報収集体制の強化
Ｂ：浸水想定地域外の浸水被害の発生などを踏まえた、地域ごとの災害リスクの把握強化
Ｃ：市民への情報伝達の強化

１ 情報収集・伝達機能の強化で災害に即応できるまちづくり



平成27年度からの新規事業

・Ｈ27年度20組織、Ｈ28年度26組織を対象にマップを作成。

Ｈ29年度も22組織で作成中。

・市の作成するハザードマップでは盛り込めないローカルな情
報（危険箇所・避難経路など）を記載

・自治会の決め事（避難のタイミング・行動）

・取り組みを通じ、住民の理解が進む（地域の再認識・市の考
えの理解が進む）

・今後、全市に拡大！
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「市民とともにつくる災害に強いまちづくり」を目指して

２ 自助・共助・公助が活きる災害に強いまちづくり

（教訓を踏まえた対応）
Ａ：大規模災害では公助による災害防護、救援・救助が困難

→自助・共助体制の強化が必要
Ｂ：水防団としての消防団の機能強化が必要
Ｃ：避難所の開設など急激な災害進行に即応できる機動的な

体制が必要

施策の柱 教訓 事業名 内 容 備 考

自助・共助・公助が
活きる災害に強いま
ちづくり

Ａ 自主防災組織育成事業

現在、自主防災組織の組織率は78％程度に止まっ
ており、今年度から未結成自治会への積極的な協
力要請を行っていく。また、各自主防災組織が互い
に連携を強めて、地域防災力を高めるために、自主
防災組織の連絡協議会を設立する

未結成自治会の解消を図り、数年以内を
めどに100％を目指す。

Ａ
土のうステーションの設置
促進等

下水道雨水排水区内に自主防災組織と連携した土
のうステーションを設置する

３３箇所設置済み。管理方法及び設置場
所について調整を図る

Ｂ
・浸水救助資機材整備事業
・水防活動事業

・浸水時の救助体制を強化するため、救助用ボート
や安全装備品の充実を図る
・消防団が使用する土のうなどの水防資機材を整
備し、水防訓練にも取り組む

・水防資機材の増強
・消防団の水防訓練実施

Ｃ
災害に即応できる最適な広
域避難所の再配置

避難所の再配置及び即座に開設できる体制の構築
（避難所近隣の自治会長等に鍵を共有いただき緊
急時に開設）

平成２７年６月から再配置後の広域避難
所で運用を開始
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53内水氾濫のあった地域に土のうステーションを設置（３３箇所）



「市民とともにつくる災害に強いまちづくり」を目指して

３ 市民協働の流出抑制による災害に強いまちづくり

（教訓を踏まえた対応）
Ａ：集中的で激甚な豪雨により、都市排水機能の限界が生じた。市民総体での流出抑制の取り組み

施策の柱 教訓 事業名 内 容 備 考

市民協働の流出抑
制による災害に強い
まちづくり

Ａ 各戸貯留施設普及促進事業
市民や住宅メーカー等の協力により、家庭用雨
水貯留槽の設置促進による治水対策を進める。
補助金の増額により設置家屋の増加を図る

平成27年度から制度拡充
・補助割合を２分の１から４分の３
・上限を３万円から４万円に引き上げ

Ａ 開発指導による治水対策 開発指導を通じた治水対策の推進 平成27年度から施行

Ａ ため池の治水対策効果の推進
ため池管理者の協力を得て、出水期前の貯水量
の調整等により洪水調整機能を高める

市及び地元管理ため池の運用の調整
ため池改修に向けた調整

Ａ 水田貯留事業
水田を活用した治水対策として一時的に洪水調
整を行うための「水田貯留事業」をモデル的に実
施

平成27年度から実施方法の研究、実
証実験、モデル実施

Ａ 林地保水力の強化
間伐の促進等による林地保水力の強化、土砂災
害の発生抑止

平成27年度から市営林を含む流域全
体の森林整備面の実施方法について
地元調整を実施
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出展：写真集ゆらがわ(近畿地方整備局福知山河川国道事務所)

長町通り 内記4丁目

鋳物師町 松縄手

岡ノ下国道筋

忘れてはいけない２８災
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出展：写真集ゆらがわ(近畿地方整備局福知山河川国道事務所)

アオイ通り 土師河原町

福知山市（場所不明） 福知山市（場所不明）

忘れてはいけない２８災
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想定最大規模浸水想定（市街地の状況） ●5～10m程度の浸水深が広範囲に及ぶ。

●住民の避難行動⇒広い範囲で垂直避難が不可

5.9ｍ

7.0ｍ
5.4ｍ

■浸水想定区域

　■　一次広域避難所

　■　二次広域避難所

凡例

　　　　　　　　家屋倒壊等氾濫想定区域

３階でも浸水が
発生する程度

２階が
浸水する程度

１階が
浸水する程度

おとなのひざまで
つかる程度

5.0ｍ

3.0ｍ

0.5ｍ

10.0ｍ
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平成25年9月台風18号

最高水位８．３ｍ

いつ破堤してもおかしくなかった
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